
産生）による保育園の集団感染事例が発生した

ので，その概要を報告する．

8 18 EHEC月 日，宮崎市内の医療機関より，

（ 産生）による患者（初発，小学生）O26 VT1
が発生したとの届出があった． 月 日，患8 21
者の妹からも 遺伝子を確認したが，妹は保VT
育園に通っていたため，当該保育園に関する疫

学調査を開始したところ，保育園で 名の下痢5
患者がいること，また，新たに 名の 患2 EHEC
者発生届がなされたことにより，調査を拡大し

て実施した．その結果，園児 名，学童保育229
45 49 78児 名，保育所職員 名，接触者（家族）

名の合計 名を検査し，小学生 名（初発患401 1
者 ，保育園児 名，家族 名の計 名から） 29 3 33
EHEC O26 VT1 33（ 産生）を検出した．感染者

名のうち，初発患者を含む 名からの分離菌26
株について，パルスフィールド・ゲル電気26

泳動法（ ）による遺伝子解析を行ったとPFGE
ころ， 株（ 本バンドが異なる）を除く 株1 1 25
がすべて同一の 切断パターンを示したこDNA
とから，これらの 株は同一起源であEHEC O26
り，今回の事例は本菌を原因とした事例である

ことと判断した．

， （ ） ， ，また 初発患者 小学生 の発症後 その妹

さらに妹が通っている保育園の園児と，感染者

が次々と明らかになったことから，初発患者の

発生原因は特定できなかったが，ヒト－ヒト感

染により感染が広がったものと考えられた．感

染者発生期間中，保健所は保育園に対し，感染

症予防対策に関する教育・指導を行ってきた

が，最終患者の治療が終了し病原体消失が確認

されたことにより， 月 日に本集団事例へ9 25
の対応を終了した．
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○九州地域におけるリケッチア感染症の実態調

査－日本紅斑熱の患者発生状況および宮崎県，

長崎県，熊本県の患者発生地における媒介マダ

ニの調査－
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日本紅斑熱の早期診断体制の確立に役立てる

ため，九州地域における患者の発生動向を調べ

た．また，従来から患者発生の確認されている

宮崎県南部に加え，報告数が増加傾向にある長

崎県と熊本県の患者発生地でマダニを採取し，

Rickettsia R. japonicaPCR 法と分離法により ( )

の検出を試み，これらの地区における媒介マダ

ニを推定した．

１． 年の九州地域における患者数は，鹿2007
児島県 例，宮崎県 例，熊本県 例，長崎16 4 11
県 例であった． 従来，九州地域では鹿児島2
県と宮崎県が日本紅斑熱の多発地と考えられて

いたが，今回，熊本県が多発地であることが判

明し，さらに長崎県に本疾患が常在することが

確認された．

２．九州地域では，チマダニ属が優勢種である

ことが知られているが，今回調査した長崎県や

熊本県の患者発生地においても同様のマダニ相

が観察された．

３．宮崎県南部の患者発生地で採取したヤマア

ラシチマダニ（若虫）および長崎県本土の患者

発生地で採取されたヤマアラシチマダニ（♀）

から が分離され，ヤマアラシチマダR.japonica
ニがこれらの発生地における媒介種である可能

性が示唆された．

今後も，九州各県における患者の発生動向の把

握に努めるとともに，マダニおよび野鼠等の病

原体保有状況を明らかにし，本疾患の早期診断

に結びつけることが必要である．
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・岩切章 山本正悟（宮崎県衛生環境研究所）,
○ノロウイルス（ ）の遺伝子解析による疫NV
学調査の有用性の検討

第 回日本ウイルス学会学術集会55
（ 年 月 ～ 日 北海道札幌市）2007 10 21 23
平成 年度，宮崎県内で発生した食中毒事18

例等から検出されたノロウイルス（ ）の部NV
分領域の遺伝子検査を行い，疫学的解析への応

用を試みた．[材料]：平成 年 月～ 月18 11 12
に発生した集団感染症 事例と食中毒 事例の5 4
計 事例の患者の糞便から検出された 株（Ａ9 9
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